






































































ﾚ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
1 748 77．4 84．1 58．2 71．9 87．5 73．3
H 81．9 57．7 68．3 53．1 68ユ 53．1 83．9 66．0
皿 87．2 75．0 72．6 6L5 6＆7 62．4 68．6 69．1
IV 75．5 72．1 65．4 56．3 65．6 65．7



















































































問題 内容・目標 A G D
1 5　　皿 69．0 81．8 ＋19
2 3　　皿 78．1 72．7 一7
3 4　　1 74．5 81．8 ＋10
4 5　　皿 81．1 90．9 ＋88
5 5　　H 84．0 90．9 ＋88
6 7　　皿 57．2 54．5 一5
7 5　　1 64．5 54．5 一16
8 6　　1 93．4 100．0 ＋7
9 2　　H 16．4 18．2 ＋11
10 5　　H 91．7 100．0 ＋9
11 4　　皿 29．0 18．2 一37
12 3　　1 90．6 909 ＋0
13 2　　1 52．2 273 一48
14 3　　皿 78．9 81．8 ＋4
15 1　　H 60．8 81．8 ＋35
16 4　　1V 359 27．3 一24
17 4　　∬ 75．8 100．0 ＋32
蘭 内容・目標 A G D
1 2　　　1 93．4 90．9 一3
2 3　　H 89．7 909 ＋　1
3 4　　　1 22．5 β6．4 ＋62
4 5　　H 56．8 81．8 ＋44
5 5　　π 75．6 72．7 一4
6 5　　　1 563 72．7 ＋29
7 5　　H 42．3 54．5 ＋29
8 3　　皿 61．7 72．7 ＋18
9 4　　皿 8L9 ioO．0 ＋22
10 5　　n 67．5 81B ＋21
11 l　　H 90．6 10α0 ＋10
12 6　　　1 81．9 100．0 ＋22
13 3　　皿 30．0 36．4 ＋4
14 3　　　1 96．0 100．0 ＋4
15 5　　1 74．0 72．7 一2
16 2　　皿 77．3 100．0 ＋29



















































































1 0．0％ 43．0％ 100．0％
2 18B％ 438％ 62．5％
3 0．0％ 48．3％ 86．2％
4 20．7％ 44．8％ 58．6％
5 68％ 70．5％ 77．3％
6 0．0％ 71．4％ 10α0％































7i7・6…3i1 …1；i1； … 37
皿 ；


















W 一10以下 ＋10以上 0以上
1 1L9％ 54．8％ 73．8％
H 2．7％ 51．3％ 70．3％
皿 1L4％ 59．1％ 79．5％










（3） 〔4） （5） （6） 〔7）
｛8｝
平均 11．3 11．9 10．7 128 12．4 11．9 12．0 11．4全
　
国 標偏 3．41 3．07 3．38 3．65 3．66 3．44 3．60 3．20
平均 11．7 13．6 11．5 14．6 139 14．1 12．2 13．0高
等
科 標偏 2．00 2．25 2．02 2．01 221 1．92 4．31 2．41
（まとめ）
　全国集計と比較してみると，学習院高等科は平均においていずれも高く，標
準偏差はいずれも小さい。このことは，全国よりもレベルの高い生徒がまとま
っていると考えられる。しかし，高等科から参加した生徒数が少なく，各セッ
トについてはわずか10名と，標本が小さすぎることに注意しなければならない。
　以上，第2回国際数学調査に参加して，1回目の「中間報告」を参考にして，
学習院高等科の成績について考えてみた。なお，すでに57年3月に2回目の「国
内報告」が国立教育研究所から発表されている。これについてはここでは特にふ
れないことにする。以下に参考文献としてあげる。
（参考文献）
　　「中学・高校生の数学の成績」（中間報告）
　　　　　　昭和56年9月　国立教育研究所
　　「中学・高校生の数学成績と諸条件」（国内報告）
　　　　　　昭和57年3月　国立教育研究所
　なお，近い将来，国際的な報告が出されることと思う。
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